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木星電波観測のための月面低周波電波望遠鏡：LLFASTの提案

A Project on the Lunar Low Frequency Astronomy Studying Telescope: LLFAST for Jo-
vian Radio Wave Observation
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　周波数が 30MHz以下の低周波電波は、地球や木星等の磁気圏から放射されており、全ての惑星電波の放射機構を統
一的に解明する上で重要である。一方観測天文学においては、地球近傍での観測が困難であることから、残された最後
の未開拓分野とされている。地上及び地球周回軌道での電離層や地球起源の強い雑音源の影響を避けること、高い分解
能を得ることのため、将来は月の裏側に大規模の電波干渉計を建設することが希求されている。この長期的目標を実現
するための第一歩として、我々は「かぐや（SELENE）」に続く次期月探査計画において、月面に単素子のアンテナを設
置し、月－地球間の電波干渉計を構成する、月面低周波電波天文台（LLFAST: Lunar Low Frequency Astronomy Studying
Telescope）を提案している。これにより、木星電波の観測から惑星電波放射機構を解明することを目指している。
　木星からのデカメートル波帯の電波放射機構は未知の部分が多く、電波放射機構を解明することによって、宇宙空

間プラズマ物理学の重要な本質に迫ることが可能になると考えられている。この木星電波放射機構を解明するためには、
木星電波放射源の空間的な情報を得ることが最も重要なポイントとなる。本計画の月－地球間干渉計では、観測周波数が
25 MHzの時、木星位置での最大分解能は約 20kmになる。これは、地球上での VLBI 観測により実現された約 1000km
に比較すると 50倍の分解能のアップとなる。木星電波モジュレーション・レーン法では、電波源の大きさの上限が、観
測周波数 26MHzにおいて 20kmという新しい結果が出ており、20km以下のサイズの複数の電波源が同時に出ている可
能性が示唆される解析結果が出ている。したがって、本計画の月－地球間干渉計で、今まで地球上の観測では不可能で
あった電波源の上限を測定し、さらに複数の電波源の存在を検出することができれば、木星電波放射機構解明する画期
的な情報を得ることが可能となる。
　本システムでは観測周波数帯として、地上での同時観測が可能で、かつ惑星電波が検出可能な 20～25 MHz帯とす

る。月面観測局では、垂直型アンテナを展開する。観測時には、アンテナで受信した電波を受信部で帯域制限して増幅
し、処理後のデータは SELENE-2システムのデータ記録部に保管され、要求に応じて地上に伝送される。地上局として
は、国内の東北大飯舘・高知高専吾川・NICT鹿島・福井工大、及びフランス、米国ハワイ、同フロリダの各観測局が候
補である。これらの地上局と月面観測局とで、木星並びに太陽電波の同時観測を行う。これらの観測信号と月面から伝
送されたデータとの相関処理を行う。


